
絵画

C  O N T E N T S

雪の日の思い出
倉敷市立天城小学校　5年　阪本　梨里

日本教育公務員弘済会岡山支部公益財団
法　　人

〒703-8258 岡山市中区西川原255番地（おかやま西川原プラザ内）　TEL/岡山（086）272-1909　FAX/岡山（086）272-1781
ホームページ http://okakyoko.or.jp　メールアドレス okayama@okakyoko.or.jp

弘済会報 2020（令和2年）
1.10 No.175

冬
新春号

KOSAIKAIHO

新年のごあいさつ（竹井千庫）�������������������������������������������� 2
令和2年度貸与奨学金　募集開始のお知らせ ���������������������� 3
退職準備セミナー開催のご案内 ������������������������������������������� 3
教育研究論文・著書審査結果 ���������������������������������������������� 4
岡山県教育カレンダー絵画コンクール審査結果 ������������������ 5
大腸がん検診のご案内 ��������������������������������������������������������� 6
会食補助券のご利用方法について ��������������������������������������� 6
岡山教弘友の会のご案内 ����������������������������������������������������� 7
あしあと ������������������������������������������������������������������������������ 8
学校園紹介（岡山県立倉敷まきび支援学校）����������������������� 9
教弘歌壇選者交代にあたって �������������������������������������������� 10
きょうこうお年玉クイズ ��������������������������������������������������� 10
文芸のひろば ��������������������������������������������������������������������� 11
日教弘ライフサポート倶楽部のご案内 ������������������������������ 12



教弘保険についてのお問い合わせは，ジブラルタ生命保険㈱岡山支社各営業所まで
●ジブラルタ生命保険㈱教職員専用フリーダイヤル　☎0120－37－9419
●岡山第一・第四・第六　　　☎086－271－2010　　●岡山第二・第三・第五・第七　☎086－234－7501
●津山　　　　　　　　　　　☎0868－22－4053　　●倉敷　　　　　　　　　　　　☎086－422－1769
●笠岡　　　　　　　　　　　☎0865－62－4455　　●総社　　　　　　　　　　　　☎0866－92－6550
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総社会場 １月25日（土）
受付13：00～，説明会13：30～16：00

サンロード吉備路
総社市三須825-1

TEL（0866）90-0550

新年のごあいさつ
子どもたちや先生方の
応援団として
　令和の時代を迎え，初めての正月。謹んで新春
のお慶びを申し上げます。
　皆様方には，当弘済会の諸事業の推進につきま
して，平素から格別のご理解とご協力を賜ってお
り，深く感謝申し上げます。
　さて，激動の「昭和」，災害の続いた「平成」を
経て，「令和」はどのような時代になるのでしょう
か。今年は，東京オリンピック・パラリンピック
が，そして岡山市では，全国高校総体剣道競技が
開催されますので，まずは感動を味わえる良き年
になるものと期待しています。
　私は支部長として１年半ほど勤務しております
が，そこで弘済会の行う公益事業―教育振興事業
―の感想を３点述べたいと思います。
　まずは，チューリップの球根を幼稚園や小学校
に贈呈していますが，学校園からの報告書に添え

られた写真には，水やり時や開花した時の子ども
たちの真剣な表情や笑顔が写っており，心温まる
思いがします。
　また，奨学金を給付された高校生の報告書から
は，目的意識を持って，ひたむきに学校生活を送
ってきた様子が伺えます。
　学校や先生方から寄せられる教育研究論文に
は，日常の教育実践の中に，課題意識に裏打ちさ
れた地道で継続的な取組と，検証が綴られていま
す。これらの研究の成果が周辺の学校へ広がり，
大きな実践の輪となることを願っています。
　弘済会といたしましては，こうした学校園や子
どもたちの応援団として，少しでもお役に立てる
よう各種事業の充実に努めてまいりますので，今
後とも，皆様方のより一層のご理解とご協力，ご
活用をお願いし，新年のご挨拶といたします。

公益財団法人
日本教育公務員弘済会岡山支部
　　　支部長 　竹井��千庫

あけましておめでとうございます 令和2年度　貸与奨学金募集開始のお知らせ

　日教弘岡山支部では，令和2年度分の無利息型貸与奨学金の受付を
2月から開始します。
　申請を予定されている方は，お早目にお申し込みください。

※応募締切日が土日祝日にあたる場合は，その直前の平日を締切日（必着）とします。

第一期   募集期間：令和2年２月１日～３月31日／送金予定時期：４月下旬
第二期   募集期間：令和2年４月１日～６月10日／送金予定時期：８月下旬

応募資格 大学，大学院，短期大学，高等専門学校4年以上，専修学校専門課程等に在学または入学予定の学生

貸 与 額 修学期間1年につき25万円，最高100万円まで一括貸与

申込方法 「奨学生申請書等申込書」を日教弘岡山支部事務局までお送りください。折り返し日教弘本部規定の
申請書類をお届けいたします。なお，他の奨学金との併願は不問です。

添付書類 2019年分給与所得の源泉徴収票，大学等の在学証明書・入学予定の場合は合格証明書（コピー）
（折り返しお送りする申請書類の中でご案内します。）

そ の 他 「奨学生申請書等申込書」および募集要項は，「弘済会報 新春号」と一緒に各学校園にお届けしてい
るほか，ホームページ（http://okakyoko.or.jp）からもダウンロードできます。

～すべては子どもたちのために～
　公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称 日教弘）の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，
教育文化事業）は“最終受益者は子どもたちであること”を前提に実施しています。
　これからも，未来を担う子どもたちの健やかな成長を願い，事業運営に取り組んでまいりますので，
皆さまの一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。

　日教弘の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，教育文化事業）および福祉事業は，教
弘保険の契約者配当金により運営されており，日本の教育界に貢献しています。

日教弘の各事業は，教弘保険の契約者配当金を財源にしています。

ジブラルタ生命日本教育公務員弘済会
お申込やお支払の手続きは，提携保険会社
ジブラルタ生命のライフプラン・コンサル
タントが行いますので，加入後も安心です

教弘保険加入と
保険金の支払い

60年以上に
わたる提携関係

各種の
公益事業・福祉事業

日教弘では，60年以上にわたって
ジブラルタ生命と提携して

共済事業（提携保険事業）を
実施しています

教弘保険は
安心のかたち 安心支える

たすけあいの輪

教職員の皆さま

本年度末ご退職で
ない方もぜひ
ご参加ください♪

●教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
●「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
●専門講師による豊かなセカンドライフのための情報提供

主な内容

●ジブラルタ生命LC（学校園担当営業社員）または
　日教弘岡山支部事務局（☎086-272-1909）へご連絡ください。申込方法

50代からの「退職準備セミナー」開催のご案内

※ カーナビご使用の
　際は，所在地での
　検索をお願いします。

岡山会場 １月18日（土）
受付13：00～，説明会13：30～16：00
おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255
TEL（086）272-1923

参加費
無料
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　教育研究論文・著書助成事業は，日々行われている
実践的な教育研究についての論文・著書を募集し，優
秀な研究を表彰するとともに，その研究内容を広く共
有することを目的としています。

　今年度は学校部門18編，個人部門20編，著書部門2
編の計40編のご応募をいただきました。ご多忙な中，
創造的に教育実践に取り組まれ，ご応募いただいた先
生方のご努力に敬意を表します。
　去る10月16日，おかやま西川原プラザにて令和元年
度教育研究論文・著書最終審査会が行われ，最優秀賞
をはじめとする各賞の受賞者が決定されました。

● 学 校 部 門
賞 論文題目 所属名 代表者名

最優秀
キャリア意識・自己肯定感の向上と社会の構成者としての意識を高
める探究サイクル―これからの社会に求められる資質・能力（エージ
ェンシー）の育成を目指して―

岡山県立
瀬戸高等学校

校長
乙部　憲彦

優秀 命の大切さを実感し，命を自ら守ることのできる幼児をめざして
―カイコやアカハライモリの飼育を通して―

総社市立
池田幼稚園

園長
横山　木実

優秀 協同学習を核にした思考力と学習意欲の育成
―「まなボード」を活用した算数科の指導を通して―

総社市立
総社東小学校

校長
室山　和久

優秀 ポジティブな行動で支援し，非認知能力の育成で，温かい集団作り
―PBISに向けた学年による先行実践から―

里庄町立
里庄中学校

校長
池田　敬治

● 個 人 部 門
賞 論文題目 所属名 氏名

最優秀 学校図書館利用を組み込んだ世界史探究学習論
―不読率の改善と「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて―

岡山県立
倉敷天城高等学校

教諭
小山　大輔

優秀 学校間国際交流でグローバル人材を育てる
―持続可能な国際交流を創る―

岡山市立
三勲小学校

教諭
浅野　智宏

優秀
中学校技術・家庭科（家庭分野）の3年間を見通したカリキュラムの工夫
―SDGsを意識し持続可能な社会の構築の視点で全領域において
意思決定できる生徒の育成を目指して―

岡山大学教育学部
附属中学校

教諭
川上　祥子

優秀
「情報活用能力」の視点で目指す「書くこと」における主体的・対話
的で深い学び
―Googleフォームを用いた「夢十夜」における創作活動と相互鑑賞―

岡山県立
岡山操山高等学校

教諭
平野　　優

ホームページ（http://okakyoko.or.jp）に，全ての受賞者および研究テーマを掲載しています。
4月には優良以上の受賞論文を掲載します。

● 著 書 部 門
賞 著書名 所属名 氏名

優秀 旭東の教育と文化
邑久郡を中心として 退職者 石原　史雄

特選・入選作品展示会開催

　去る12月4日，おかやま西川原プラザにて令和元年
度岡山県教育カレンダー絵画コンクール審査会が開催
され，応募総数1,817点の作品の中から特選12点と入
選24点が選考されました。特選・入選作品が掲載され
た令和2年度用カレンダーは，3月上旬に各学校園へ
お届けいたします。

● 展示期間：令和2年3月18日～3月24日
● 展示時間：9：00～17：00（最終日は14：30まで）
● 展示場所：おかやま西川原プラザ２階ギャラリー
　　　　 　　（岡山市中区西川原255）

令和2年度用「岡山県教育カレンダー」掲載絵画決定！

令和元年度　審査会

昨年度の展示会と表彰式

 入選受賞者（題名省略）
校　　名 学年 氏　　名 校　　名 学年 氏　　名

倉敷市立天城小学校 1 田井　　楓 赤磐市立桜が丘小学校 5 福田　勇心
浅口市立鴨方西小学校 2 栗原　　楓 倉敷市立天城小学校 5 阪本　梨里
ノートルダム清心女子大学附属小学校 3 清水　さら 岡山大学教育学部附属小学校 6 青井　姫奈
岡山大学教育学部附属小学校 3 板東　郁仁 倉敷市立乙島小学校 6 小川さおり
岡山大学教育学部附属小学校 3 山本　純平 赤磐市立仁美小学校 6 末石　佳奈
倉敷市立乙島小学校 3 西村　日和 岡山大学教育学部附属中学校 1 小山　叶愛
玉野市立荘内小学校 4 村上　ゆう 早島町立早島中学校 1 小橋　みこ
矢掛町立美川小学校 4 岸戸柚季奈 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 2 黒田つぐみ
岡山市立高島小学校 4 枝川　紗千 岡山市立桑田中学校 2 大江　　葵
岡山市立三勲小学校 4 木下慎之助 岡山市立香和中学校 2 田未沙妃
早島町立早島小学校 4 奥山　詩乃 岡山大学教育学部附属中学校 2 菅　　　聖
笠岡市立金浦小学校 5 梅木　丈瑠 倉敷市立児島中学校 2 石岡　舞桜

 特選受賞者
月 校     名 学年 氏   名 賞 題       名
4 岡山大学教育学部附属小学校 2 有海　奈桜 OHK岡山放送社長賞 みんなでお花見
5 倉敷市立薗小学校 4 石井　悠大 岡山県教育委員会教育長賞 竹の子ほり
6 岡山県立総社南高等学校 2 野上　真希 岡山県高等学校長協会長賞 大山風景

7 早島町立早島中学校 2 平田　桂樹 公益財団法人日本教育公務員弘済会
岡山支部長賞

光輝く岡山のエーゲ海
～牛窓のヨットハーバーから
の景色～

8 倉敷市立富田小学校 3 渡邊　琉生 一般財団法人岡山県教育会理事長賞 でっかいすいか
9 総社市立総社東中学校 1 中山　佳亮 山陽新聞社長賞 吉備路の夏
10 岡山県立東備支援学校（高等部） 2 髙橋　歩里 岡山県特別支援学校長会長賞 東備支援学校から見た景色
11 岡山市立旭東中学校 2 折戸　南美 岡山県知事賞 閑谷学校と紅葉
12 倉敷市立菅生小学校 1 平松　美柚 岡山県小学校長会長賞 ラッキークリスマス
1 岡山市立御南中学校 1 森上　古今 NHK岡山放送局長賞 凧あげ
2 備前市立備前中学校 3 中 結命子 RSK山陽放送社長賞 西川緑道夜景散歩
3 美咲町立旭中学校 3 大西　　桃 岡山県中学校長会長賞 津山鉄道博物館

ぜひお越しください♪

ホームページ(http://okakyoko.or.jp)
に，特選・入選作品を掲載しています。
ぜひご覧ください！

4月には優良以上の受賞論文（著書は概要）
を掲載した「教育研究集録」を各学校園にお
届けします。受賞者の方々のすばらしい取り
組みをご一読いただき，皆様の日頃の教育活
動の中で参考にしていただければ幸いです。



【お願い】会食補助券のご利用方法について
会員の皆様を対象とした福祉事業「会食補助券」について，
いつもご利用いただき，ありがとうございます。

今後ご利用される皆様にお願いがございます。

★「会食補助券」は，お食事をされた当日に施設へご提出ください。★
懇親会などのご利用で，お支払が後日精算の場合でも，必ず当日中にご提出ください。
後日精算時にご提出された場合は，施設によっては補助を受けられないことがありますので，ご留意ください。

岡 山 教 弘 友 の 会 の ご 案 内
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大腸がん検診申込受付開始検診費用
無料

大腸がん検診申込書
①氏
ふりがな
名：　　　　　　　　　　

　職員コード：　　　　　　　　　　
②生年月日・年齢・性別
　　西暦　　　　年　　月　　日（　　歳）
　　性別　　　　男・女
③ご住所
　郵便番号：　　　　　　　
　ご住所　：　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　電話番号：　　　　　　　　　　

以下，配偶者の受検を希望される方のみ

④配
ふ り が な
偶者氏名：　　　　　　　　　　

　受検区分　：A・B
　生年月日・年齢・性別
　　西暦　　　　年　　月　　日（　　歳）
　　性別　　　　男・女

申込期日：令和2年１月24日㈮ 必着

定期的な検診で
健康状態を

チェックしましょう！

●対象者
　満40歳以上で，次のいずれかに該当する方
　⃝弘済会会員およびその配偶者
　⃝弘済会準会員

●募集定員
　600名（退職会員含む。先着順）

●検査料金
　無料
　ただし，検体の郵送料のみご負担ください。

●検査方式
　自己採便方式

●委託医療機関
　公益財団法人岡山県健康づくり財団

●申込方法
　 右の「申込書」に必要事項をご記入の上，切

り取り後，ハガキに貼付，もしくは封筒に入
れてお申込ください。

●あて先
　〒703-8258
　岡山市中区西川原255おかやま西川原プラザ内
　日教弘岡山支部「検診」係

●配偶者の受検申込をされる方へお願い
　⃝ 申込書に，配偶者の氏名（ふりがな必
須）・生年月日・年齢・性別を必ずご記
入ください。

　⃝ 申込書内④の配偶者の受検区分は，「A夫
婦ともに受検」「B配偶者のみ受検」のい
ずれかに〇をしてください。

　　 A・Bどちらの場合も，①～④の項目を全
てご記入の上，一枚の申込書でお申込くだ
さい。

●実施日程
　⃝申込期日…令和2年1月24日（金）必着
　⃝ 検査キット送付…令和2年2月21日頃。同封の説明書により

検体を採取し，期日厳守で医療機関あて送付してください。
　⃝結果通知送付…3月中旬。
　※ 検査キットおよび結果通知は，医療機関よりご自宅あてに

送付されます。

「岡山教弘友の会」は，ご退職後も「教弘保険」をご継続いただいている方を会員とし，各種福祉事業を実施し
ています。ぜひご退職後も「教弘保険」をご継続いただき，弘済会事業をご活用ください！

■友の会入会記念品　　　■宿泊補助　　　■会食補助
■一日人間ドック受診補助　　　　■大腸がん検診補助

■友の会総会（隔年開催）
2年に1度開催する総会では，記念公演や懇親会を企画・実施しています。
総会のご案内は開催年の9月頃に送付します。

■友の会交流会・一日研修旅行（隔年開催）
総会を開催しない年度に，岡山市内以外で，交流会と一日研修
旅行を企画・実施しています。

■友の会国内旅行（毎年企画）・海外旅行（隔年企画）
友の会では，国内旅行を毎年，海外研修旅行を隔年で企画しています。世界遺産や，NHK大河ドラマの舞台などを
巡り，ゆとりある旅程でゆっくりと疲れを癒していただきます。会員の方には，
旅行代金の補助もあります。

●国内旅行補助額／10,000円　●海外研修旅行補助額／20,000円

　主な行事・各種福祉事業

総会

交流会

記念公演（落語）

交流会

懇親会

一日研修旅行（足立美術館）

楽しい企画が盛りだくさん！
退職後の交流の場としてご活用
いただいています♪

平成30年度の交流会は，笠岡グランドホ
テルで開催し，ギター演奏と歌をお楽し
みいただきました♪
また，一日研修旅行では，松江方面に行
きました♪

平成29年度（親睦旅行）は，「2018年大河ドラマ『西郷どん』ゆかりの地に思いを馳せる鹿児島と熊本3日間」でした♪

ご夫婦やご友人グループで
ぜひご参加ください♪

ご退職予定の
会員の皆様へ

各種福祉事業

水前寺公園にて熊本城にて桜島にて
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　5年目にもなると顔や名前を覚えてもらえているようで，
名刺を出す前に「校長はおりますので，どうぞどうぞ。」

「すみません。校長は出張なんです。」などと，丁寧に対
応していただきました。
　日々の学校訪問では，管理職の先生方に，また，研究
助成・チューリップの球根贈呈と説明会では，日頃お目
にかかれない多くの先生方に出会い，事業について知っ
ていただきました。ありがとうございました。
　今後も弘済会の事業について，さらにご理解・ご協力
をいただければ幸いです。

多くの出会いに感謝
� 参事　赤木　保弘

　参事として学校園を訪問させていただいて早3年目に
なりました。昨年度は「初心忘るべからず」という思い
で活動しました。今年も同じ気持ちで前年度の反省を生
かして，教職員の皆様に有益な情報を提供するように心
掛けて活動しています。
　教職員の皆様への情報提供は，学校説明会での機会が
大切と感じています。本年度は助成金や球根の贈呈時以
外でも説明会をする機会をいただいた学校園が増え，有
り難いです。
　また，訪問では人の温かみを感じることが多く，管理
職をしていた頃を顧みる機会となっています。話をすれ
ば，人と人のつながりに改めて感動し，やはり楽しみの
一つになっています。

学校園訪問の楽しみ
� 参事　浅野　静雄

　今年度から新任参事として県北地域の担当となり，
各校園を訪問させていただいています。先生方には大
変お忙しい中，私の訪問や学校研究助成の贈呈，事
業説明会開催などに時間を割いていただき，誠にあり
がとうございます。
　１年目ということで不慣れなことも多く，十分な説明が
できないことも多いのですが，まずは弘済会事業につい
て正しく伝えることが第一と考えて，訪問させていただ
いています。今後も各種事業を多くの先生方にご理解
いただき，活用していただけるよう，努めていきたいと思
っています。どうぞよろしくお願いいたします。

よろしくお願いします
� 参事　山岡　哲史

　岡山市を担当して４年目になりました。

　今年度もたくさんの学校園で研究助成事業を活用して

いただき，ありがとうございました。

　この事業は，教育に携わる先生方のために，我々の先

輩達が結集して開発した教弘保険 (生命保険) に加入され

ている先生方の掛金を原資として展開しています。一般

の保険とは異なる「共済性」と，最終受益者は子どもた

ちであるという「公益性」について，教育関係者の方々

に理解していただくため，日々学校園を訪問しています。

　今後ともよろしくお願いいたします。

もっと活用して ! 
弘済会とジブラルタ

� 参事　横山　福水

　今年度から参事として学校園を訪問させていただいて
います。訪問校では，主に管理職の先生方に対して，弘
済会の事業等のご案内をしていますが，先生方からも学
校園の様子や児童生徒の様子などを伺うことができ有意
義な時間となっています。また，時に同僚であった先生
との再会もあり，楽しみのひとつとなっています。
　参事になって初めて詳細を知る弘済会の仕組や事業内
容等も多々ありました。今後も訪問や説明会をとおして，
その内容や有用性等を多くの先生方にご理解いただき，
ご活用いただけるよう努めていきたいと思っていますの
で，よろしくお願いします。

弘済会事業の活用を
� 参事　中山　弘輝

　4 月から弘済会参事として，東備地域と玉野市の学
校園を訪問させていただいています。
　訪問に際しまして，校園長先生方には，お忙しい中，
いつも温かく迎えていただき感謝しています。先生方
には，学校研究助成や球根贈呈時の事業説明会で，
弘済会の設立の経緯や目的，そして事業内容につい
てお話をさせていただきました。
　「最終受益者は子どもたちであること」を念頭に，多
くの先生方に弘済会の事業についてご理解いただき，
各種の事業を利用していただけるよう，これからも活動
していきたいと思います。今年もよろしくお願いします。

参事1年生
� 参事　坂田　智明

　倉敷まきび支援学校は，県立特別支援学校として開校し６年目を迎えました。本校は，児童
生徒一人一人の教育的ニーズに応じた学習活動及び適切な支援をすることによって，将来の社

会参加・職業生活につながる児
童生徒の育成を目指しています。
そして，地域における特別支援教
育のセンター的機能を発揮し，地
域に貢献できる学校，地域と繋が
り社会資源を有効に活用できる
学校を目指しています。

岡
山
県
立

倉
敷
ま
き
び
支
援
学
校

夢へ　みんなで　まっすぐに

■ 地域との連携　～まきび地域学校協働本部～  
校舎外観 佐藤 一法 校長

　地域との連携を重視した取り組みが本校の特徴の一つ
です。「まきび地域学校協働本部」を設置しています。就
労班，環境班，福祉班，安全班を組織し，各班には地域の
関係機関の代表的な方が班員になり，各班の活動を展開し
ています。

各班の取り組み紹介
＜就労班＞
　高等部卒業後の進路先となる企業への働きかけや，現場
実習先の開拓を目的に活動をしています。具体的な取り組
みとして，事業所の方々による授業参観となる事業所参観
日を実施しています。学校の取組を紹介すると同時に，障
害者に対する理解を深めていただくことを目的に障害者
雇用を実施している企業の方からの講演や参加者による
情報交換を実施しています。

＜環境班＞
　地域貢献活動として，地域の公園（まきび公園）の清掃や花植等での環境美化，最寄りの駅（吉備真備駅）や公共施設(真備
支所）の清掃活動を定期的に実施しています。また，ボランティアを活用した授業（生け花教室，フラワーアレンジメント教
室，音楽鑑賞等）も実施しています。

＜福祉班＞
　障害児（者）福祉の制度や進路先となる事業所，さらに相談支援については，教職員及び保護者にとって興味関心が大きい
分野です。そのため，活動内容として，障害者福祉に関係する方々に対する学校公開（ふくしの参観日），保護者対象の子育
て1UP講座，保護者同士の情報交換の場（出張うさぎカフェ），相談支援員の来校による保護者に対しての相談の場（出張相談
会）を実施しています。更に，福祉制度に関する教職員の研修も行い，スキルアップに努めています。

＜安全班＞
　地域の見守り隊と教職員との協同で，通学指導を毎日実施しています。その中で，発見した吉備真備駅から学校までの通
学路の危険箇所の改善を行っています。補修できる箇所は補修し，補修の困難な箇所は改善要望の陳情をあげています。更
に，あいさつができる児童生徒の育成にも力を入れており，地域の方に積極的にあいさつをするという地域貢献活動に取り
組んでいます。

＜事務局＞
　事務局は各班を統括し，協働本部運営委員会の開催，また，連携だよりの発行，そして，学校ボランティアの窓口を担当
しています。校内のニーズを把握し，地域委員と共同して地域資源の発掘に取り組んでいます。

　これらの活動をとおして，児童生徒の将来の社会生活・職業生活に必要な力を育成すべく，地域の資源や各関係機関と積
極的に繋がるよう工夫しています。

事業所参観日(就労班) 地域の環境整備(環境班) ふくしの参観日(福祉班)
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り
弓
始

教
弘
柳
壇

丸
山
　敏
幸
選

〈
特
選
〉

二
周
目
の
人
生
だ
け
ど
日
々
新
た

岡
山
芳
泉
高
　
貝
畑
　
信
行

（
評
）
作
者
は
定
年
後
、
再
任
用
で
働
き
出

し
た
の
だ
ろ
う
。新
採
用
の
時
の
よ
う
な
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
で
勤
め
て
い
る
と
言
う
。

　

天
台
宗
大
阿
闍
梨
の
酒
井
雄
哉
さ
ん
は
、

約
七
年
か
け
て
約
四
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

歩
く
荒
行
「
千
日
回
峰
行
」
を
二
度
も
満
行

し
て
い
る
。
そ
の
酒
井
さ
ん
の
「
一
日
が
一

生
、
と
思
っ
て
生
き
る
」
と
の
言
葉
が
心
に

残
っ
て
い
る
。

　

作
者
は
教
育
と
言
う
仕
事
に
慣
れ
る
こ

と
な
く
、毎
日
新
し
い
気
持
で
携
わ
っ
て
い

る
。
誰
し
も
こ
う
あ
り
た
い
も
の
だ
。
現
在

の
自
分
の
思
い
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
し

て
成
功
し
た
。

〈
佳
作
〉

刻
々
と
歳
時
記
の
ず
れ
増
す
地
球

退
職
会
員
　
田
中
由
美
子

名
門
校
ば
か
り
の
絵
馬
で
困
る
神

退
職
会
員
　
松
元
　
慶
子

〈
入
選
〉

否
応
も
な
く
断
捨
離
を
す
る
転
居

退
職
会
員
　
土
師
　
康
生

イ
カ
秋
刀
魚
高
級
魚
の
仲
間
入
り

退
職
会
員
　
奥
山
　
拓
美

渋
滞
の
橋
で
夕
焼
け
一
人
占
め

瀬
戸
高
　
北
村
　
庸
江

喜
怒
哀
楽
忖
度
せ
ず
に
雁
が
鳴
く

退
職
会
員
　
渡
辺
　
智
子

★
次
号
は
五
月
八
日
締
切

　

応
募
は
短
歌･

俳
句
・
川
柳
毎

に
分
け
、は
が
き
に
作
品
（
三
点

以
内
）・
勤
務
先･

氏
名
を
明
記
。

事
務
局
教
弘
歌
壇
係
、
教
弘
俳

壇
係
、
教
弘
柳
壇
係
ま
で
。

　

次
回
会
報
一
七
六
号
「
春
号

（
保
存
版
）」
で
は
、
文
芸
の
ひ
ろ

ば
は
お
休
み
で
す
。一七
七
号「
夏

号
」
は
七
月
十
日
発
行
で
す
。

★�

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
方
に
は

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。
初
め
て
の
投
稿
、
現
職

の
皆
様
の
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

作
品
募
集

何
歳
に
な
っ
て
も
咲
こ
う
本
気
で
す

退
職
会
員
　
花
房
　
富
恵

幼
き
日
父
と
並
ん
で
寝
た
夢
み

高
梁
城
南
高
　
西
村
　
　
毅

こ
れ
は
い
け
る
ま
ね
る
授
業
も
か
ら
ぶ
り
に

富
山
小
　
服
部
　
　
誠

五
十
路
過
ぎ
人
生
語
る
白
髪
か
な

岡
山
学
芸
館
高
　
三
宅
　
洋
広

定
年
後
あ
す
へ
一
歩
と
鍬
を
振
る

美
作
高
　
初
川
　
　
渉

身
に
つ
い
た
悪
い
習
慣
直
し
た
い

倉
敷
市
立
工
業
高
　
松
永
真
由
美

嬉
し
き
は
文
芸
広
場
に
友
発
見

退
職
会
員
　
藤
原
　
隆
志

八
十
路
で
す
鉢
物
揃
え
幸
を
待
つ

退
職
会
員
　
菱
川
　
泰
博

◆
選
者
吟

初
空
へ
幸
せ
そ
う
な
陽
が
昇
る

第１問　 日教弘岡山支部実施の教育研究論文・著書助成事業について，令和元年度から応募締切日はい
つになった？

　　　　　　🅰 7月31日 🅱 8月31日  🅲 9月30日
第２問　50代からの「退職準備セミナー」について，令和元年度から新たに加わった会場は，次のうちどれ？
　　　　　　🅰 岡山会場（おかやま西川原プラザ）　🅱 倉敷会場（ライフパーク倉敷）　🅲 総社会場（サンロード吉備路）

第３問　 日教弘の教育振興事業は“最終受益者は〇〇であること”を前提に実施しています。〇〇に入
る言葉は次のうちどれ？

　　　　　　🅰 子どもたち　 🅱 教職員の皆さま 🅲 保険契約者の方々

三択問題の答えをハガキまたはメールで送ってください。全問正解者の
中から抽選で10名様にお年玉（図書カード3,000円分）をプレゼント!！

きょうこう
お年玉クイズ
問　題

答え，所属(校園名)，氏名，電話番号を記載し，郵送
またはメールでご応募ください。締切は1月24日（金）
必着。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせて
いただきます。

応募方法
〒703-8258岡山市中区西川原255
公益財団法人日本教育公務員弘済会
　　　　　岡山支部「弘済会報」係
E-mail：okayama@okakyoko.or.jp

応 募 先

教弘歌壇選者交代にあたって

　このたび，教弘歌壇の初代選者として29年の長きにわたり，多大なご尽力を賜りました藤原明美先生
が，ご退任されることとなりました。つきましては，新たに石井宏幸先生が二代目選者にご就任されま
したので，教弘歌壇ともども今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

「短詩型文学を楽しむ」
石井　宏幸

　私が短歌に出会ったのは，
中学・高校の国語教育の中
でのことです。誰もがそうで
あるかもしれませんが，古典
文法を学びながら，万葉集や古今
和歌集の代表的作者の歌を少々諳んじました。
　大学は政治経済学部に進みましたが，内田満
氏の政治学原論，鴨武彦氏の原書講読，寄本勝
美氏の地方自治論等々素晴らしかったのです
が，最も楽しく興味を持って受講したのは，俵
万智が師と仰ぐ佐佐木幸綱氏による万葉集の
講義でした。高校時代に親に頼んで購入しても
らった折口信夫全集をフル活用して考査にも

備えましたが，折口信夫（歌人名は釈 空）も，
佐佐木幸綱氏も時代を代表する歌人。氏の生の
講義を聴けたのは財産の一つです。
　46歳で県生涯学習センター総務課長として
勤務し，自らも再び短詩型文学を始めることと
しましたが，主に選んだのは最短詩型の俳句。
正岡子規創始，高浜虚子継承の「ホトトギス」
で学び，6年後には同人となり，現在は，読売
新聞のおかやま読売文芸俳句欄選者をはじめ，
大会等での選者を承っております。
　河野裕子歌集「あなた」を読み進めますと，
歌人の存在そのものが， り，伝わって参りま
す。皆様の心が るような秀歌に出会えること
を楽しみに，真摯に短詩型文学を学び続けて参
る所存です。



2,200円

2,450p

3,050p 7,200p 15,450p 31,000p 46,500p

6,500p 13,450p 28,000p 42,000p

5,500円 11,000円 22,000円 33,000円


